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令和７年度　公益社団法人広島県診療放射線技師会
定時総会

１ ．開会の辞

２．会長挨拶

３．議長選出

４．審議事項

　　 １）令和 ７年度事業報告

　　 ２）令和 ７年度庶務報告

　　 ３）令和 ７年度決算報告

　　 ４）令和 ７年度監査報告

　　 ５）令和 ８・ ９年度役員選任について

５．報告事項

　　 １）令和 ８年度事業計画

　　 ２）令和 ８年度予算計画

　　 ３）諸規定改正（研修会・講演会講師謝礼に関する規定）

６．その他

７．議長解散

８．表彰

　　 １）石井賞

　　 ２）槇殿賞

　　 ３）奨励賞

９．閉会の辞

次　第
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総　括

　令和 ７年 ４月から医師の働き方改革が本格的に
始まり、令和 ６年度は診療報酬改定における処遇
改善が期待されたものの、依然として多くの医療
施設で経営の困難さが報告されています。ベース
アップ評価料が新設されたが、県内の診療放射線
技師で処遇改善がなされたかは必ずしも明確では
ありません。
　このような状況下、令和 ７年度の本会の事業に
おいては、公益事業である「体験活動・講演・相
談等による県民への知識の普及啓発事業」、なら
びに、研修、セミナー等による放射線技術学の向
上のための研修事業」、「放射線に関する情報を出
版等により提供を行う事業」を概ね計画通り実施
いたしました。
　研修事業では、予定していた定例研修会を ４
回、マネジメント、消化管撮影、超音波、MRの
専門研修会をそれぞれ開催しました。昨年度の方
針を継承し、放射線診療、放射線治療の基本的か
つ専門的な内容について、放射線診断科専門医な
らびに診療放射線技師のエキスパートを招聘し、
質の高い講演を企画した。開催形態については会
場参集型を基本としつつも、遠方の会員や勤務状
況により全日程への参加が困難な会員にも配慮
し、ハイブリッド型研修を実施した。本会のみな
らず他県からも多くの方に参加していただくこと
ができました。なおコロナ禍以降の傾向として、
会場への来場参加以上にウェビナーによる視聴を
選択する会員が依然として多数を占めています。
　支部活動については、広島中央、北西山縣、南
東安芸、西部、北部、呉、東広島、尾三、福山の
９ブロックにおいて昨年に引き続き積極的な活動
を展開しました。研修事業においては、全ての支
部において研修会を開催するなど活発な運営がな
されました。また、所属支部以外の研修にも相互
に参加できる体制を維持いたしました。
　県民への普及啓発事業（体験活動・相談等）と
してのレントゲン週間イベントは、例年と同規模

公益社団法人 広島県診療放射線技師会
令和7年度事業報告

で無事に開催することができました。十分な準備
期間の確保と広報活動により、役員を含む30名の
ボランティアスタッフをもって来場者を迎え入れ
た。体験型イベントの骨密度測定には、200名の
方にご参加いただきました。
　一方、タスク・シフト/シェアに関する厚生労
働大臣指定講習会（告示研修）は、日本診療放射
線技師会の委託を受け、計 ６回の実技研修を実施
し、221名が受講を修了しました。告示研修の地
方開催は今年度をもって終了となります。2022年
３ 月から2026年 ２ 月までの ４ 年間で計31回開催
し、総受講者数は1,130名（うち県内診療放射線
技師約700名）にのぼりました。
　今年度もイベントスタッフとしてご協力いただ
いた会員の皆さま、ならびに本会事業の推進にご
尽力いただいた役員の皆様に対し、厚く御礼申し
上げます。
　事業内容の詳細については、下記の通りご報告
いたします。
 

公益目的事業
公 １ ．�体験活動・講演・相談等による県民へ

の知識の普及啓発事業
　　　体験活動：レントゲン週間イベント
　　　�　令和 ７年11月16日（日）にシャレオ中央

広場（広島市中区基町）にてレントゲン週
間イベントを開催いたしました。昨年同様
にイベントに立ち寄られる人は全体的に少
ない状況でした。今年も、広島県「がん検
診へ行こうよ」推進会議に後援をいただ
き、がん検診推進イベントが開催されてい
る認知も良く、関心が高かったです。 

　　　�　例年通り、放射線検査や放射線治療、環
境放射線についてのパネル展示を行い、一
般の方々へ分かりやすく解説できました。
また、がん検診のパネル掲示や腫瘤の触知
体験などを通じて、来場者の方々に検診の
重要性や早期発見の大切さへの理解を深め
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ていただくことができました。 超音波骨
密度測定には、200名の方が参加され、測
定後には骨粗しょう症の原因や予防方法に
ついて丁寧な説明を行いました。

　　　相談活動：レントゲン週間イベント
　　　�　レントゲン週間イベントにおいては、県

民、市民の方に放射線検査や医療被ばくに
関する相談を随時受付分かりやすく説明し
ました。

公 ２ ．�研修、セミナー等による放射線技術学
の向上のための研修事業

　　　研修会事業
　　　第 １ 回研修会
　　　日　時：令和 ７年 ６月22日（日）
　　　開　催：（会場）広島大学病院
　　　　　　　（配信）Zoomウェビナー
　　　会　場：�広島大学病院　臨床管理棟 ３階大

会議室（広島市南区霞 １ - ２ - ３ ）
　　　　　　　�ならびにZoomウェビナーによる

ハイブリッド開催
　　　参加者：�238名（会場参加67名、Web参加

171名）
　　　プログラム：�新人とベテランが一緒に学べ

る整形領域のX線撮影技術
　　　 １．�腰椎X線撮影のポイント徹底解説！
　　　　　�～実グリッドvs.仮想グリッド 徹底比

較！ 最適な使い分けとは？～
　　　　　福岡整形外科病院　香月　伸介　先生
　　　 ２．�あなたの画像は“痛い”と言っていま

すか！？ ～整形CTの志～
　　　　　富山労災病院　野水　敏行　先生
　　　 ３．�ストレッチャー上に対応した手関節・

肘関節X線撮影技術
　　　　　三菱神戸病院 健康診断センター
　　　　　高井　夏樹　先生

　　　第 ２ 回研修会
　　　日　時：令和 ７年 ９月28日（日）
　　　開　催：（会場）広島大学
　　　　　　　（配信）Zoomウェビナー
　　　会　場：�広島大学　凌雲棟　R204講義室
　　　　　　　（広島市南区霞 １ - ２ - ３ ）
　　　　　　　�ならびにZoomウェビナーによる

ハイブリッド開催
　　　参加者：�81名（会場参加29名、Web参加

52名）
　　　プログラム：
　　　 １．�一般撮影装置最前線 歴史から現状・

将来
　　　　　�（株）島津製作所医用機器事業部
　　　　　田中　修二　先生
　　　 ２．�CTの線量最適化や被ばく低減につい

て
　　　　　茨城県立医療大学大学院
　　　　　瓜倉　厚志　先生
　　　 ３．�ロボット支援手術における術前画像の

役割と診療放射線技師への期待
　　　　　JA広島総合病院　加藤　昌生　先生

第 ３ 回研修会
　　　日　時：令和 ８年 １月17日（土）
　　　開　催：（会場）TKP広島駅前大橋
　　　　　　　（配信）Zoomウェビナー
　　　会　場：�TKPガーデンシティ広島駅前大

橋 ホール ５ A（広島市南区京橋
町 １ - ７ ）

　　　　　　　�ならびにZoomウェビナーによる
ハイブリッド開催

　　　参加者：�96名（会場参加45名、Web参加
51名）

　　　プログラム：
　　　 １．�会員研究発表（ ６演題）
　　　　　・�仮想グリッドを利用した腰椎仰臥位

側面撮影の検討
　　　　　　浜脇整形外科病院　高橋　昌也
　　　　　・�DXA腰椎側面測定の有用性の検討
　　　　　　�広島県立総合リハビリテーションセ

ンター　舩津　慶大
　　　　　・�小児循環器カテーテル検査における

患者皮膚面および水晶体線量と装置
表示値の関係

　　　　　　土谷総合病院　石橋　徹
　　　　　・�Development of Diagnostic Support 

Software for Phase Estimation 
of Intracerebral Hemorrhage 
Using Multi-Sequence Magnetic 
Resonance Imaging

　　　　　　�広島市立北部医療センター安佐市民
病院　森　正好

　　　　　・�造影CTにおける血管外漏出時の注
入圧波形の特徴―注入速度による層
別解析―
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　　　　　　広島大学病院　稲富　輝
　　　　　・�日常的なCT読影補助が診断の契機

となった肺トキソカラ症の １例
　　　　　　済生会広島病院　光本　勢人
　　　 ２．�医療現場における“働きがい”と“働

きやすさ”を考える～アンケート調査
から見えた課題と可能性～

　　　　　金沢大学附属病院　高田　忠徳　先生
　　　 ３．�救急ＣＴを読むとき最初にやるべきこ

と～能動的 １分間のススメ　
　　　　　国立病院機構災害医療センター
　　　　　一ノ瀬　嘉明　先生

第 ４ 回研修会
　　　日　時：令和 ８年 ２月11日（水・祝）
　　　開　催：（会場）福山市民病院
　　　　　　　（配信）Zoomウェビナー
　　　会　場：福山市民病院 １ Fホールコア
　　　　　　　（福山市蔵王町 ５ -23- １ ）
　　　　　　　�ならびにZoomウェビナーによる

ハイブリッド開催
　　　参加者：�87名（会場参加36名、Web参加

51名）
　　　プログラム：
　　　 １．�AIが変えたMRIの新たなトレードオ

フ―そのDeep、ほんとにSafe？」
　　　　　神戸大学医学部附属病院
　　　　　曽宮　雄一郎　先生
　　　 ２．�病院での生成AI最新活用事例　
　　　　　東日本税理士法人　長　英一郎　先生
　　　 ３．�内科医の頭の中―技師さんと共有した

い“ちょっとした工夫”
　　　　　福山市民病院　太田　茂　先生

　　　マネジメント研修会
　　　日　時：令和 ７年11月29日（土）
　　　会　場：�広島市立広島市民病院 中央棟10F 

講堂
　　　　　　　（広島県広島市中区基町 ７ -33）
　　　参加者：30名
　　　プログラム：
　　　 １．�接遇は最強のリスクマネジメント　
　　　　　日本赤十字社熊本健康管理センター 
　　　　　中島　佳子　先生
　　　 ２．�医療機関におけるサイバーセキュリ

ティ―画像診断機器への対応―
　　　　　熊本大学病院　川俣　祐貴　先生

　　　 ３．�収益構造から考えるこれからの病院経
営

　　　　　株式会社メデュアクト
　　　　　流石　学　先生

　　　広島県診療放射線技師会消化管研修会
　　　（ ２ 回）
　　　日　時：令和 ７年 ７月26日（土）
　　　会　場：広島大学 凌雲棟 ３ F 304講義室
　　　　　　　（広島市南区霞 １ - ２ - ３ ）
　　　参加者：55名
　　　プログラム：
　　　 １．�胃背景粘膜診断の進歩　H.pylori胃炎

から自己免疫性胃炎まで」
　　　　　徳島総合健診センター
　　　　　青木　利佳　先生
　　　 ２．�やってみよう背景粘膜診断 vol. ５ 
　　　　　日本鋼管福山病院　石川　祐三　先生
　　　 ３．�こんなに簡単に苦手克服！？　明日か

らできる撮影手技   
　　　　　広島県地域保健医療推進機構
　　　　　廣段　達彦　先生

　　　日　時：令和 ８年 １月24日（土）　
　　　会　場：広島大学 凌雲棟 ３ F 304講義室
　　　　　　　（広島市南区霞 １ - ２ - ３ ）
　　　参加者：45名
　　　プログラム：
　　　 １．�ワークショップ「新ガイドラインを踏

まえて」
　　　　　広島国際大学　田村　隆行　先生
　　　　　日本鋼管福山病院　石川　祐三　先生
　　　 ２．�胃X線検査大ピンチずかん～相手を知

り己を知れば危うからず～
　　　　　公益財団法人岩手県予防協会
　　　　　久保田　憲宏　先生
　　　 ３．�症例検討会    
　　　　　鳥取生協病院　小西　哲生　先生

　　　エコー研修会（エコー塾）
　　　日　時：令和 ７年11月27日（木）
　　　会　場：�広島平和クリニック　エコー検査

室（広島市中区河原町 １ -31）
　　　参加者：17名
　　　プログラム：
　　　肝臓・消化管エコーを習得しよう
　　　 １．�肝臓エコーの基礎とハンズオン
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　　　　　北広島病院　今田　直幸　先生
　　　 ２．�消化管エコーの基礎とハンズオン
　　　　　アスラッド　松原　進　先生

　　　MR基礎技術講習会
　　　日　時：令和 ８年 3月 １日（日）
　　　会　場：広島赤十字・原爆病院
　　　　　　　（広島市中区千田町１丁目９番 ６号）
　　　参加者：40名
　　　プログラム：
　　　第 ８回MRの基礎を学ぼう！～頭部領域～
　　　 １．�MRの安全管理～体外装着品の危険性

を学ぶ～
　　　　　広島平和クリニック
　　　　　長谷川　俊輔　先生
　　　 ２．�頭部MRIの基礎
　　　　　広島大学病院　穐山　雄次　先生
　　　 ３．�脊椎MRIの基礎
　　　　　JA広島総合病院　横竹　祐則　先生
　　　 ４．�腹部MRIの基礎
　　　　　広島赤十字・原爆病院
　　　　　大胡　文彦　先生
　　　 ５．�骨盤部MRIの基礎
　　　　　�広島市立北部医療センター安佐市民病

院　本城　圭祐　先生
　　　 ６．�ディスカッション

　　　支部開催研修会
　　　�　内容詳細については、支部活動報告に記

載する。
　　　・西部支部
　　　　日時：令和 ７年11月 ８ 日（土）
　　　　開催：五日市記念病院
　　　　参加：22名
　　　・南東安芸支部
　　　　日時：令和 ７年12月 ３ 日（水）
　　　　開催：�県立二葉の里病院とZoomのハイ

ブリッド開催
　　　　参加：45名（会場13名、Web32名）
　　　・北部支部
　　　　日時：令和 ７年12月12日（金）
　　　　開催：�市立三次中央病院とZoomのハイ

ブリッド開催
　　　　参加：51名（会場19名、Web32名）
　　　・広島中央支部
　　　　日時：令和 ７年12月 ５ 日（金）
　　　　開催：広島赤十字・原爆病院

　　　　参加：38名
　　　・北西山縣支部
　　　　日時：令和 ７年10月31日（金）
　　　　開催：�広島市立北部医療センター安佐市

民病院とZoomウェビナーのハイ
ブリッド開催

　　　　参加：71名（会場17名、Web54名）
　　　・東広島支部
　　　　日時：令和 8年 ２月13日（金）
　　　　開催：�井野口病院とZoomウェビナーの

ハイブリッド開催
　　　　参加：39名（会場20名、Web19名）
　　　・尾三・福山支部
　　　　日時：令和 ８年 ２月11日（水・祝）
　　　　　　　※第 ４回研修会と併催
　　　　開催：�福山市民病院とZoomウェビナー

のハイブリッド開催
　　　　参加：87名（会場36名、Web51名）
　　　・呉支部
　　　　日時：令和 ８年 ２月 ５日（木）
　　　　開催：�呉市医師会病院からのZoomウェ

ビナー開催
　　　　参加：32名

公 ３ ．�放射線に関する情報を出版等により提
供を行う事業

　　　会誌発行　 ２回
　　　研修会案内・お知らせ　 ６回
　　　（会誌掲載分を含む）
　　　メールマガジン発刊　15回
　　　ホームページ情報提供・情報更新　43回

　　　収益事業
　　　なし

　　　表彰事業
　　　石井賞　　 １名（畑山　秀貴）
　　　槇殿賞　　 １名（津田　信太朗）
　　　奨�励賞　　 ５ 名（川島　理愛、滝口　大

貴、多田　光寿、長迫　翔太、光本　勢
人）

　　　互助会事業
　　　結婚祝い　11件
　　　出産祝い　 ７件
　　　弔慰金　　 ８件
　　　災害　　　 ０件
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　　　関連団体との事業に参加・後援予定
　　　・�「がん検診に行こうよキャンペーン広

島」（広島県主催）に参画
　　　・�「21世紀、県民の健康とくらしを考える

会」（広島県医師会主催）協賛
　　　・�ピンクリボンキャンペーン活動広島への

参加協力
　　　・広島野球障害検診への参加協力
　　　・広島放射線治療チーム医療研究会　共催
　　　・第29回広島県理学療法士学会　後援
　　　・�第 12 回 Neurosurgery  Upda te  i n 

Hiroshima　後援
　　　・第15回中四国臨床工学会　後援
　　　・広島県医療情報技師会研修会　後援
　　　・広島医療情報システム研究会　後援
　　　・広島CT技術研究会　後援
　　　・�第20回CTテクノロジー福山セミナー　

後援

会議の開催
広島県診療放射線技師会理事会　
・第 １回理事会　令和 ７年 ５月25日（日）
　広島大学病院 臨床管理棟 ３  F ４ 会議室、
　Zoomミーティング
・第 ２回理事会　令和 ７年 ６月22日（日）
　広島大学病院 臨床管理棟 大会議室、
　Zoomミーティング
・第 ３回理事会　令和 ７年 ７月27日（日）　
　広島大学病院 臨床管理棟 ３  F ２ 会議室、
　Zoomミーティング
・第 ４回理事会　令和 ７年10月26日（日）
　広島がん高精度放射線治療センター ２  階
　会議室 １、Zoomミーティング
・第 ５回理事会　令和 ７年12月 ７ 日（日）
　広島がん高精度放射線治療センター ２  階
　会議室 １、Zoomミーティング
・第 ６回理事会　令和 ８年 ３月15日（日） 
　広島大学病院 臨床管理棟 ３  F ２ 会議室、
　Zoomミーティング
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庶務報告

１）会員増減状況

2 ）

総会 令和 ７年 ６月22日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F大会議室

研修会 第 １回 令和 ７年 ６月22日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F大会議室

第 ２回 令和 ７年 ９月28日 広島大学病院 凌雲棟R204講義室

第 ３回 令和 ８年 １月17日 TKPガーデンシティ広島駅前大橋 
ホール５ A

第 ４回 令和 ８年 ２月11日 福山市民病院 １ Fホールコア

社会活動
レントゲン週間イベント 令和 ７年11月16日 シャレオ中央広場

理事会 第 １回 令和 ７年 ５月25日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F大会議室、
Zoomミーティング

第 ２回 令和 ７年 ６月22日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F大会議室、
Zoomミーティング

第 ３回 令和 ７年 ７月27日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F ２ 会議室、
Zoomミーティング

第 ４回 令和 ７年10月26日 広島がん高精度放射線治療センター ２  階 
会議室 １、Zoomミーティング

第 ５回 令和 ８年12月７日 広島がん高精度放射線治療センター ２  階 
会議室 １、Zoomミーティング

第 ６回 令和 ８年 ３月15日 広島大学病院 臨床管理棟 ３ F ２ 会議室、
Zoomミーティング

広島県診療放射線技師会誌 RT Journal ２ 回発行

研修案内・お知らせ ６回発行（会誌掲載分を含む）

メールマガジン 15回発行

ホームページ更新回数 43回

　  　　　　　　　　　　　　　令和８年３月３１日現在       　　　 （単位：円）

科     目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部

  １流動資産

  　現金預金 1,445,985 1,712,752 -266,767

    未収会費 565,000 600,000 -35,000

　　未収入金 0 0 0

　　仮払金(調整前） 4,000 4,000

  　　流動資産合計 2,014,985 2,316,752 -301,767

  ２固定資産

（１）基本財産

      定期預金 2,000,000 2,000,000 0

（２）特定資産

　　　75周年記念事業積立資産 0 278,209 -278,209

　　　80周年記念事業積立資産 2,872,000 2,872,000 0

　　　85周年記念事業積立資産 300,000 300,000 2,340,000

（３）その他固定資産

　　　敷金 114,000 114,000 0

　　　　固定資産合計 5,286,000 5,564,209 2,061,791

　　　資産合計 7,300,985 7,880,961 -579,976

Ⅱ負債の部

  １流動負債

　　未払金 22,677 12,677 10,000

　　前受金 144,000

　　預り金 119,723 25,763 93,960

  ２固定負債 0 0 0

　　　　負債合計 286,400 38,440 247,960

Ⅲ正味財産の部

　１指定正味財産

　　寄付金 2,000,000 2,000,000 0

　　指定正味財産合計 2,000,000 2,000,000 0

　（うち基本財産への充当額） (2,000,000) (2,000,000) 0

　（うち特定資産への充当額） (0) (0) 0

　２一般正味財産 5,014,585 5,842,521 -827,936

　（うち基本財産への充当額） (0) (0) 0

　（うち特定資産への充当額） (3,172,000) (3,450,209) -278,209

　　正味財産合計 7,014,585 7,842,521 -827,936

　　　負債及び正味財産合計 7,300,985 7,880,961 -579,976

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表　　
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　  　　　　　　　　　　　　　令和８年３月３１日現在       　　　 （単位：円）

科     目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部

  １流動資産

  　現金預金 1,445,985 1,712,752 -266,767

    未収会費 565,000 600,000 -35,000

　　未収入金 0 0 0

　　仮払金(調整前） 4,000 4,000

  　　流動資産合計 2,014,985 2,316,752 -301,767

  ２固定資産

（１）基本財産

      定期預金 2,000,000 2,000,000 0

（２）特定資産

　　　75周年記念事業積立資産 0 278,209 -278,209

　　　80周年記念事業積立資産 2,872,000 2,872,000 0

　　　85周年記念事業積立資産 300,000 300,000 2,340,000

（３）その他固定資産

　　　敷金 114,000 114,000 0

　　　　固定資産合計 5,286,000 5,564,209 2,061,791

　　　資産合計 7,300,985 7,880,961 -579,976

Ⅱ負債の部

  １流動負債

　　未払金 22,677 12,677 10,000

　　前受金 144,000

　　預り金 119,723 25,763 93,960

  ２固定負債 0 0 0

　　　　負債合計 286,400 38,440 247,960

Ⅲ正味財産の部

　１指定正味財産

　　寄付金 2,000,000 2,000,000 0

　　指定正味財産合計 2,000,000 2,000,000 0

　（うち基本財産への充当額） (2,000,000) (2,000,000) 0

　（うち特定資産への充当額） (0) (0) 0

　２一般正味財産 5,014,585 5,842,521 -827,936

　（うち基本財産への充当額） (0) (0) 0

　（うち特定資産への充当額） (3,172,000) (3,450,209) -278,209

　　正味財産合計 7,014,585 7,842,521 -827,936

　　　負債及び正味財産合計 7,300,985 7,880,961 -579,976

貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表　　



　  　　　　　　　　　　　　　令和８年３月３１日現在       　　　（単位：円）

科     目 公益目的 収益事業 法人会計 合計

事業会計 等会計

Ⅰ資産の部

  １流動資産

  　現金預金 147,664 951,903 346,418 1,445,985

    未収会費 565,000 0 0 565,000

    仮払金 0 0 4,000 4,000

  　　流動資産合計 712,664 951,903 350,418 2,014,985

  ２固定資産

（１）基本財産

　　　定期預金 0 2,000,000 0 2,000,000

（２）特定資産

　　　75周年記念事業積立資産 0 0 0 0

　　　80周年記念事業積立資産 2,320,000 0 552,000 2,872,000

　　　85周年記念事業積立資産 240,000 0 60,000 300,000

（３）その他固定資産

　　　敷金 68,400 0 45,600 114,000

　　　　固定資産合計 2,628,400 2,000,000 657,600 5,286,000

　　　資産合計 3,341,064 2,951,903 1,008,018 7,300,985

Ⅱ負債の部

  １流動負債

　　未払金 9,030 0 13,647 22,677

　　前受金 0 144,000 144,000

　　預り金 115,832 0 3,891 119,723

  ２固定負債 0 0 0 0

　　　　負債合計 124,862 0 161,538 286,400

Ⅲ正味財産の部

　１指定正味財産

　　寄付金 0 2,000,000 0 2,000,000

　　指定正味財産合計 0 2,000,000 0 2,000,000

　（うち基本財産への充当額） (0) (2,000,000) (0) (2,000,000)

　（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0) (0)

　２一般正味財産 3,216,202 951,903 846,480 5,014,585

　（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0)

　（うち特定資産への充当額） (2,560,000) (0) (612,000) (3,172,000)

　　正味財産合計 3,216,202 2,951,903 846,480 7,014,585

　　　負債及び正味財産合計 3,341,064 2,951,903 1,008,018 7,300,985

     　　　貸　借　対　照　表　内　訳　表
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　                            令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 　 （単位：円）　　　
科         目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
　基本財資産運用益
　　基本財産受取利息 3,152 75 3,077
　受取会費
　　正会員受取会費 7,680,000 7,765,000 -85,000
　事業収益 0
　　研修会参加費収益 99,000 53,000 46,000
　　会誌広告掲載収益 645,000 730,000 -85,000
　受取補助金等 0
　　広島県補助金収益 140,000 70,000 70,000
　　JART助成金 200,000 0 200,000
　受取寄附金 0
　　受取寄附金 0 0 0
　雑収益 0
　　受取利息 1,023 377 646
    JART受託収益 143,600 142,000 1,600
　　雑収益 0 70,300 -70,300
経常収益計 8,911,775 8,830,752 81,023
（２）経常費用
　事業費 (6,989,364) (5,457,625) (1,531,739)
    給与手当 64,000 73,000 -9,000
    交際費 227,782 63,680 164,102
　　会議費 10,925 31,681 -20,756
　　福利厚生費 122,611 55,130 67,481
　　旅費交通費 515,972 320,185 195,787
　　通信運搬費 783,524 583,593 199,931
　　消耗品費 4,854 68,687 -63,833
　　印刷製本費 2,994,448 2,338,803 655,645
　　賃借料 1,052,718 706,510 346,208
　　諸謝金 807,429 821,843 -14,414
　　表彰費 45,000 70,789 -25,789
　　支払保険料 3,346 1,400 1,946
　　支払手数料 45,572 24,928 20,644
　　支払負担金 30,000 30,000 0
　　支払会費 248,800 248,500 300
　　貸倒会費 0 2,000 -2,000
　　雑費　　 32,383 16,896 15,487
 （75周年記念事業） (00) 2,233,114 -(2,233,114)
　　通信運搬費 0 100,680 -100,680
　　消耗品費 0 12,957 -12,957
　　印刷製本費 0 165,457 -165,457
　　賃借料 0 1,007,298 -1,007,298
　　諸謝金 0 172,623 -172,623
　　表彰費 0 53,130 -53,130
    交際費 0 720,969 -720,969
　管理費 (2,750,347) (2,905,278) -(154,931)
　　役員報酬 363,088 354,836 8,252
　　支払報酬 563,070 626,470 -63,400
    交際費 46,106 35,270 10,836
　　会議費 9,896 16,353 -6,457
　　旅費交通費 263,220 238,340 24,880
　　通信運搬費 437,279 392,418 44,861
　　消耗品費 9,037 235,778 -226,741
　　修繕費 70,840 70,840 0
　　印刷製本費 74,976 52,470 22,506
　　光熱水料費 61,323 62,698 -1,375
　　賃借料 11,880 11,880 0
　　表彰費 0 0 0
    地代家賃 792,000 792,000 0
　　租税公課 0 0 0
　　支払保険料 20,000 10,000 10,000
　　支払手数料 15,575 5,925 9,650
　　雑費 12,057 0 12,057
 （75周年記念事業） (00) 488,677 -(488,677)
　　旅費交通費 0 24,970 -24,970
　　賃借料 0 95,452 -95,452
　　表彰費 0 22,770 -22,770
　　支払手数料 0 23,556 -23,556
    交際費 0 321,929 -321,929
経常費用計 9,739,711 11,084,694 -1,344,983
　当期経常増減額 -827,936 -2,253,942 1,426,006
２．経常外収益の部
（１）経常外収益
　　経常外収益計 0 0
（２）経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 -827,936 -2,253,942 1,426,006
　一般正味財産期首残高 5,842,521 8,096,463 -2,253,942
　一般正味財産期末残高 5,014,585 5,842,521 -827,936
Ⅱ指定正味財産増減の部
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 2,000,000 2,000,000 0
　指定正味財産期末残高 2,000,000 2,000,000 0
Ⅲ正味財産期末残高 7,014,585 7,842,521 -827,936

    正正  味味  財財  産産  増増  減減  計計  算算  書書
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（単位：円）

科        目 　　　公益事業等会計 　　収益事業等会計 法人会計 内部取 合合　　計計

公１ 公２ 公３ 共通 小小計計 その他１ その他２ その他共通 小小計計 引消去

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

　基本財産運用益

    基本財産受取利息 0 3,152 3,152 0 3,152

　受取会費 0 0 0

　　正会員受取会費 750,000 2,000,000 2,100,000 500,000 5,350,000 50,000 30,000 80,000 2,250,000 7,680,000

　事業収益 0 0 0

　　研修会参加費収益 99,000 99,000 0 0 99,000

　　会誌広告掲載収益 645,000 645,000 0 0 645,000

　受取補助金等 0 0 0

　　広島県補助金収益 140,000 140,000 0 0 140,000

    JART助成金 100,000 100,000 200,000 200,000

　雑収益 0 0 0

　　受取利息 0 0 1,023 1,023

    JART受託収益 0 0 143,600 143,600

　　雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 850,000 2,339,000 2,745,000 500,000 6,434,000 50,000 33,152 0 83,152 2,394,623 8,911,775

（２）経常費用

　事業費

　　給与手当 64,000 0 0 0 64,000 0 0 0 0 64,000

　　交際費 0 28,552 0 199,230 227,782 0 0 0 0 227,782

　　会議費 0 2,925 0 8,000 10,925 0 0 0 0 10,925

　　福利厚生費 0 0 0 0 0 122,611 0 0 122,611 122,611

　　旅費交通費 25,489 476,983 0 12,300 514,772 1,200 0 0 1,200 515,972

　　通信運搬費 2,920 375,030 239,668 162,966 780,584 1,180 1,760 0 2,940 783,524

　　消耗品費 4,064 0 0 0 4,064 790 0 0 790 4,854

　　印刷製本費 3,400 396,616 2,589,730 4,702 2,994,448 0 0 0 0 2,994,448

　　賃借料 732,270 314,068 0 6,380 1,052,718 0 0 0 0 1,052,718

　　諸謝金 0 807,429 0 0 807,429 0 0 0 0 807,429

　　表彰費 0 0 0 0 0 0 45,000 0 45,000 45,000

　　支払保険料 3,346 0 0 0 3,346 0 0 0 0 3,346

　　支払手数料 1,300 21,092 495 21,055 43,942 830 1,100 0 1,930 45,872

　　支払負担金 30,000 0 0 0 30,000 0 0 0 0 30,000

　　支払会費 0 0 0 248,800 248,800 0 0 0 0 248,800

　　雑費 15,454 6,606 0 3,327 25,387 5,551 1,445 0 6,996 32,383

　管理費

　　役員報酬 363,088 363,088

　　支払報酬 563,070 563,070

　　交際費 46,106 46,106

　　会議費 9,896 9,896

　　旅費交通費 263,220 263,220

　　通信運搬費 437,279 437,279

　　消耗品費 9,037 9,037

　　修繕費 70,840 70,840

　　印刷製本費 74,976 74,976

　　光熱水料費 61,323 61,323

　　賃借料 11,880 11,880

　　地代家賃 792,000 792,000

　　支払保険料 20,000 20,000

　　支払手数料 15,275 15,275

    雑費 12,057 12,057

経常費用計 882,243 2,429,301 2,829,893 666,760 6,808,197 132,162 49,305 0 181,467 2,750,047 9,739,711

　当期経常増減額 -32,243 -90,301 -84,893 -166,760 -374,197 -82,162 -16,153 0 -98,315 -355,424 -827,936

２．経常外収益の部

（１）経常外収益

　　経常外収益計 0 0 0 0 00 0 0 0 00 0 00

（２）経常外費用

　　経常外費用計 0 0 0 0 00 0 0 0 00 0 00

　当期経常外増減額 0 0 0 0 00 0 0 0 00 0 00

　他会計振替額 00 -1,200,000 1,200,000 00

　当期一般正味財産増減額 -374,197 -1,298,315 844,576 -827,936

　一般正味財産期首残高 3,590,399 2,250,218 1,904 5,842,521

　一般正味財産期末残高 0 0 0 0 3,216,202 951,903 846,480 5,014,585

Ⅱ指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000 0 2,000,000

　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000 0 2,000,000

Ⅲ正味財産期末残高 0 0 0 0 3,216,202 0 2,000,000 0 2,951,903 846,480 7,014,585

    正正  味味  財財  産産  増増  減減  計計  算算  書書  内内  訳訳  表表

　               令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 　 
　　財財務務諸諸表表にに対対すするる注注記記

１．重要な会計方針

　（１）固定資産の減価償却の方法

　　　　有形固定資産－定率法による。

　（２）消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は税込方式による。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期未残高

基本財産

定期預金 2,000,000 0 0 2,000,000

小　　　　計 2,000,000 0 0 2,000,000

特定資産

75周年記念事業積立資産 278,209 0 278,209 0

80周年記念事業積立資産 2,872,000 0 0 2,872,000

85周年記念事業積立資産 300,000 0 0 300,000

小　　　　計 3,450,209 0 0 3,450,209

合　　　　計 5,450,209 0 0 5,450,209

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳等

(単位：円）

科　　　　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
対応する額)

基本財産

定期預金 2,000,000 (2,000,000) (0) （－）

小　　　　計 2,000,000 (2,000,000) (0) （－）

特定資産

75周年記念事業積立資産 0 (0) (00) （－）

80周年記念事業積立資産 2,872,000 (0) (2,872,000) （－）

85周年記念事業積立資産 300,000 (0) (300,000) （－）

小　　　　計 2,872,000 (0) (2,872,000)

合　　　　計 4,872,000 (2,000,000) (2,872,000) （－）

　　附附属属明明細細書書

１．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記に記載しているので省略

２．引当金の明細
　　特にありません。
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　　財財務務諸諸表表にに対対すするる注注記記

１．重要な会計方針

　（１）固定資産の減価償却の方法

　　　　有形固定資産－定率法による。

　（２）消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は税込方式による。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期未残高

基本財産

定期預金 2,000,000 0 0 2,000,000

小　　　　計 2,000,000 0 0 2,000,000

特定資産

75周年記念事業積立資産 278,209 0 278,209 0

80周年記念事業積立資産 2,872,000 0 0 2,872,000

85周年記念事業積立資産 300,000 0 0 300,000

小　　　　計 3,450,209 0 0 3,450,209

合　　　　計 5,450,209 0 0 5,450,209

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳等

(単位：円）

科　　　　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
対応する額)

基本財産

定期預金 2,000,000 (2,000,000) (0) （－）

小　　　　計 2,000,000 (2,000,000) (0) （－）

特定資産

75周年記念事業積立資産 0 (0) (00) （－）

80周年記念事業積立資産 2,872,000 (0) (2,872,000) （－）

85周年記念事業積立資産 300,000 (0) (300,000) （－）

小　　　　計 2,872,000 (0) (2,872,000)

合　　　　計 4,872,000 (2,000,000) (2,872,000) （－）

　　附附属属明明細細書書

１．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記に記載しているので省略

２．引当金の明細
　　特にありません。
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（単位：円）

　　　　　　　　　　貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金 0

預金 普通預金 運転資金 89,819

　ゆうちょ銀行

預金 普通預金 運転資金 106,642

　広島銀行　駅前支店

預金 普通預金 収益事業等会計（その他の事業２　槙殿賞・石井賞） 69,744

　三菱ＵＦＪ信託銀行 に使用

　　　　広島中央支店

預金 定期預金 運転資金 1,031,306

　広島銀行　広島東支店

預金 普通預金 運転資金 148,474

　広島銀行　駅前支店

未収会費 会員からの収入 会費未収入金 565,000

仮払金 理事への仮払い 行動費 4,000

　　　　　　　流動資産合計 2,014,985

（固定資産）

基本財産 定期預金 定期預金 基本財産であり、運用益を収益事業等会計（その他の事業２ 2,000,000

　三菱ＵＦＪ信託銀行 　槙殿賞・石井賞）に使用している。

　　広島中央支店

特定資産 ７５周年記念事業 通常貯金 特定費用準備資金として２０２４年度７５周年記念事業事業

積立資産 　ゆうちょ銀行 費への充当を指定して会費収入から積み立てた資産で、本年度 0

　　広島貯金事務センター 取り崩し使用した。

共用財産であるため、別表Ｃ（５）特定費用準備資金での配賦

割合により、下記のとおり按分している。

内￥2,400,000-は公益目的事業会計に按分

内￥600,000-は法人会計に按分

特定資産 ８０周年記念事業 通常貯金 特定費用準備資金として２０２９年度８０周年記念事業事業費 2,872,000

積立資産 　ゆうちょ銀行 への充当を指定して会費収入から積み立てている資産である。

　　広島貯金事務センター 共用財産であるため、別表Ｃ（５）特定費用準備資金で、

すべて公益事業会計に配賦している。

内￥2,320,000-は公益目的事業会計に按分

内￥552,000-は法人会計に按分

８５周年記念事業 通常貯金 特定費用準備資金として２０３４年度８５周年記念事業

積立資産 　ゆうちょ銀行 への充当を指定して会費収入から積み立てている資産である。 300,000

　　広島貯金事務センター 共用財産であるため、別表Ｃ（５）特定費用準備資金で、

すべて公益事業会計に配賦している。

内￥240,000-は公益目的事業会計に按分

内￥60,000-は法人会計に按分

その他固定資産敷金 広島市中区堺 2-4-26-204 主たる事務所の敷金　共用財産であるため、使用の割合により 114,000

事務所 下記のとおり按分している。

17.82平方メートル賃借 ６０％（￥68,400-）は公益目的事業会計に按分

４０％（￥45,600-）は法人会計に按分

　　　　　　　固定資産合計 5,286,000

　　　　　　　資産合計 7,300,985

（流動負債） 未払金 水料光熱費、役員報酬 理事会旅費・行動費 22,677

前受金 委託費 JART業務委託費（次年度分） 144,000

預り金 源泉所得税 源泉所得税 119,723

　　　　　　　流動負債合計 286,400

　　　　　　　負債合計 286,400

　　　　　　　正味財産 7,014,585

　　　　　　　令和８年３月３１日現在

財財　　産産　　目目　　録録
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監査報告書 
令和 8年５月 17 日 

公益社団法人広島県診療放射線技師会 
会長 木口 雅夫 様 

公益社団法人広島県診療放射線技師会 
監事  今田 直幸 
監事  山口 裕之 
 

私たち監事は、令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日までの事業年度の理事の職務執
行および会計に関し、公益社団法人法並びに定款に基づき、次の方法により監査を行いまし
た。その方法および結果について、次のとおり報告いたします。 
1. 監査の方法およびその内容 
各監事は、理事と意思疎通を図り情報の収集に努め、監査を行うための環境整備を行いまし
た。また、理事会に出席して職務執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、
重要な決裁書類を閲覧し、業務および財産の状況を調査いたしました。 
さらに、会計帳簿およびこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書（貸借
対照表及び正味財産増減計算書）ならびにその付属明細書、財産目録について検討いたしま
した。 
2. 監査の結果 
(1)事業報告等の監査結果 
1. 事業報告は、法令および定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 
2. 理事の職務執行について、不正の行為、または法令もしくは定款に違反する重大な事実
は認められません。 
(2)計算書類およびその附属明細書並びに監査結果 
1. 計算書類およびその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産および損益の状況を、す

べての重要な点において正しく示しているものと認めます。 
（付記事項） 
本事業年度においては、各支部における研修事業等が活発に実施されたことに伴い、公益事
業費が当初予算を上回る結果となり、他の科目からの流用により対応する状況が見受けら
れました。 公益事業の適正な運営および財務の健全性を確保する観点から、次年度におい
ては、より計画性を高めた予算管理と執行が望まれるものと認めます。 
3．結論 
以上のとおり、本事業年度の業務および会計について、適正であると認めます。 
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公益社団法人広島県診療放射線技師会
令和 ８・ ９年度役員候補者について

� 令和 ８ 年 ５月22日
� 選挙管理委員長　石田　順一

　定款第23条ならびに役員選出規程に基づく令和 ８・ ９年度役員選任について、下記候補者の
届出を受理いたしました。役員選任規程の規定により、理事14名以内、支部理事11名、監事 ２
名、外部監事 １名の選任について提案します。理事、支部理事、監事は定数以内のため信任投
票を行います。
� 以上



63

技師会誌　No.65

総　括

令和 ７年度は、新型コロナウイルス感染症に伴
う医療提供体制が節目を迎え、本会の活動もコロ
ナ禍前の活動形態へと回帰することができまし
た。令和 ８年度におきましても、引き続き公益事
業の着実な実施に向けて計画して参ります。ま
た、本会は今年度、創立77周年を迎えます。これ
を機に、次なる節目である創立80周年記念事業に
向けた検討も進めて参ります。
令和 ６年 ４月から「医師の働き方改革」が開始
され、各施設において長時間労働の改善に向けた
取り組みが進められています。これに伴い、令和
３年 ７ 月 ９ 日付の厚労省通知（医政発0709第 ７
号）に基づき、診療放射線技師の業務範囲が見直
されました。タスク・シフト／シェアに対応する
ための「告示研修（実技研修）」の広島県内開催
は令和 ７年度末をもって終了いたしました。今年
度は、令和 ４年12月 ９ 日付の通知に基づく「ワク
チン接種（筋注）講習会」を、定例・支部研修会
等と並行して開催する予定です。
広島県診療放射線技師会の事業としては、基本
となる研修会を例年通り年間 ４回開催いたしま
す。併せて、技能習得を目的とした消化管撮影技
術研修会、エコー研修会（エコー塾）、MR研修
会を開催するほか、日本診療放射線技師会からの
委託研修として新人対象の「フレッシャーズセミ
ナー」を実施いたします。
支部活動の活性化については、Webシステム
を活用した ９支部合同・個別の研修会を継続いた
します。非会員の診療放射線技師も参加しやすい
環境を整え、組織力の強化を図る計画です。ま
た、管理職の能力開発を目的としたマネジメント
研修会も継続開催し、関連学術団体や研究会との
連携・後援も積極的に行い、医療関連団体との交
流を深めて参ります。
地域社会への貢献として、診療放射線技師の活
動を広く県民に発信するため、市民公開講座や
「レントゲン週間」のイベント（シャレオ中央広

公益社団法人 広島県診療放射線技師会
令和８年度事業計画

場等）を開催いたします。ここでは被ばく相談や
がん検診の普及啓発活動を実施する予定です。 
さらに、広島県主導の「がん検診へ行こうよ」推
進会議、広島県医師会主導の「21世紀、県民の健
康とくらしを考える会」、ピンクリボン活動、少
年野球の障害検診活動などにも積極的に参画して
参ります。
本会は以上の事業展開により、公益社団法人と
して基本に忠実な事業運営を推進していく所存で
す。会員の皆様におかれましては、更なるご理解
とご協力をお願い申し上げます。
� 以上

事業項目
１ ．公益目的事業
　公 １．�体験活動・講演・相談等による県民へ

の知識の普及啓発事業
　　　　�　体験活動・相談として公共のスペー

ス（シャレオ中央広場・予定）におい
てレントゲン週間イベントを11月頃に
開催予定とする。被ばく相談、乳がん
検診の啓発活動、骨密度測定体験、各
種放射線医療のパネル展示、正しい医
療放射線の理解を啓発するパネル展
示、広島県「がん検診へ行こうよ」
キャンペーンのがん検診アピール、な
どを企画する。

　　　　�　「21世紀、県民のくらしを考える
会」（広島県医師会）への参画協力を
予定する。また、ピンクリボン活動、
広島少年野球障害検診等への参加協力
を予定する。

　公 ２．�研修、セミナー等による放射線技術学
の向上のための研修事業

　　　　�　学術向上のための研修事業として定
例の研修会、技能研修会ならびにワク
チン接種（筋注）講習会の開催を企画
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する。

　　　　【広島県診療放射線技師会研修会】
　　　　　第 １回　令和 ８年 ６月21日（日）
　　　　　広島大学病院　
　　　　　第 ２回　令和 ８年 ９月未定
　　　　　広島大学病院
　　　　　第 ３回　令和 ９年 １月16日（土）
　　　　　学術大会、市民公開講座
　　　　　広島市内会場　
　　　　　第 ４回　令和 ９年 ２月未定
　　　　　福山市内会場
　　　　【マネジメント研修会】
　　　　　令和 ８年11月頃　広島市内会場　
　　　　【広島県放射線技師会消化管研修会】
　　　　　令和 ８年 ７月頃　 １回開催予定
　　　　　広島市内会場
　　　　【エコー塾・ハンズオン研修会】
　　　　　令和 ８年11月頃　 １回開催予定
　　　　　広島市内会場
　　　　【ＭＲ基礎研修会】
　　　　　令和 ８年 ２～ ３月　広島市内会場　
　　　　【支部研修会】
　　　　　�９ 支部（広島中央、北西山縣、南東

安芸、西部、北部、呉、東広島、尾
三、福山）主催の研修会を令和 ８年
度内に開催予定

　　　　【日本診療放射線技師会からの委託事業】
　　　　　・フレッシャーズセミナー
　　　　　　令和 ８年 ８月30日（日）
　　　　　　広島大学病院
　　　　　・ワクチン接種筋注講習会　
　　　　　　令和 ８年 ４月～令和 ９年 ２月頃
　　　　　　 ４～ ６回　広島県内会場等
　　　　【日本診療放射線技師会との共同開催事業】
　　　　　・�第20回日本放射線技術学会・日本

診療放射線技師会 合同公開市民
講座

　　　　　　令和 ８年 ９月27日（日）
　　　　　　広島大学凌雲棟

　公 ３．�放射線に関する情報を出版等により提
供を行う事業

　　　　【定期刊行物の発行】
　　　　　・会誌 ２回発行（春・秋）
　　　　　・�ニュースレターまたはお知らせの

発行（ ２回）

　　　　【ホームページよる情報提供・広報事業】
　　　　　・�ホームページによる情報提供・情

報公開（随時）
　　　　　・�メールマガジンによる研修会等の

情報提供（12回）
　　　　【創立80周記念誌編纂事業】
　　　　　・�創立80周年記念誌発刊に関わる編

纂事業を行う

２ ．収益事業等
　その他の事業
　　他 １．会員に対する相互扶助事業
　　　　　�　会員の慶弔（御祝、香典、電報、

花輪など）
　　他 ２．会員に対する表彰事業
　　　　　　石井賞　 １名
　　　　　　槇殿賞　 １名
　　　　　　奨励賞　 ５名
　　　　　　※�該当者がいない場合は、表彰は

行わない（受賞者なし）場合が
あります。

３ ．関連団体との事業に参加・後援予定
・�「がん検診に行こうよキャンペーン広島」（広
島県主催）に展示参加
・�「21世紀、県民の健康とくらしを考える会」
（広島県医師会主催）協賛
・�ピンクリボンキャンペーン活動広島への参加
協力
・広島少年野球障害検診への参加協力
・広島医療情報システム研究会　後援
・�日本医用画像情報専門技師主催セミナー　後
援
・広島CT技術研究会　後援
・広島県医療情報技師会研修会　後援
・広島県臨床工学技師会学術大会　後援
・広島画像症例研究会　後援
・医用画像情報学会年次大会　後援
・中国ブロック理学療法士学会　後援
・Neurosurgery Update in Hiroshima　後援

４ ．会議の開催
　広島県診療放射線技師会理事会
　・第 １回理事会
　　 ５月31日（日）広島大学病院　臨床管理棟
　　 ３ F ２  会議室
　・第 ２回理事会（予定）
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　　 ６月21日（日）広島大学病院　臨床管理棟
　　大会議室　
　・第 ３回理事会（予定）
　　 ７月26日（日）広島大学病院　臨床管理棟
　　 ２ F ２  会議室
　・第 ４回理事会（予定）
　　 ９月 ６日（日）広島大学病院　臨床管理棟
　　 ３ F ２  会議室
　・第 ５回理事会（予定）
　　12月 ５ 日（土）広島大学病院　臨床管理棟
　　 ２ F ２  会議室
　・第 ６回理事会（予定）
　　 ３月14日（日）広島大学病院　臨床管理棟
　　 ３ F ２  会議室
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令和 ８ 年 ４ 月 １ 日から令和 ９ 年 ３ 月３１日まで（単位：円）

収支予算表

科　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部
（ １）経常収益
１基本財産運用益
　基本財産受取利息 500 1，000 −500
２ 受取会費 0
　会費収入 7，900，000 7，900，000 0
３ 事業収益 0
　会誌広告掲載収益 650，000 700，000 −50，000
　研修事業収益 80，000 50，000 30，000
４ 受取補助金等 0
　広島県補助金収益 70，000 70，000 0
５ 雑収入 0
　受取利息 1，000 1，000 0
　JART受託収益 144，000 140，000 4，000
　雑収入 10，000 10，000 0
経常収益計 8，855，500 8，872，000 200，000
（ ２ ）経常費用
事業費
福利厚生費 100，000 150，000 −50，000
旅費交通費 250，000 250，000 0
通信運搬費 365，000 804，000 −439，000
消耗品費 10，000 102，000 −92，000
印刷製本費 2，360，000 2，300，000 60，000
賃借料 1，000，000 1，200，000 −200，000
諸謝金 800，000 900，000 −100，000
支払手数料 25，000 42，000 −17，000
表彰費 50，000 100，000 −50，000
支払会費 280，000 280，000 0
支払負担金 30，000 30，000 0
交際費 50，000 50，000 0
会議費 3，000 30，000 −27，000
貸倒会費 0 50，000 −50，000
雑費 20，000 30，000 −10，000
特定費用準備資金繰入額（80周年） 560，000
特定費用準備資金繰入額（85周年） 270，000 270，000

管理費 0
役員報酬 370，000 400，000 −30，000
旅費交通費 250，000 200，000 50，000
通信運搬費 270，000 200，000 70，000
消耗品費 10，000 60，000 −50，000
修繕費 70，000 80，000 −10，000
印刷製本費 25，000 60，000 −35，000
光熱水料費 60，000 60，000 0
賃借料 12，000 50，000 −38，000
地代家賃 792，000 792，000 0
交際費 25，000 30，000 −5，000
会議費 5，000 20，000 −15，000
租税公課 0 30，000 −30，000
支払報酬料 570，000 600，000 −30，000
支払手数料 5，000 20，000 −15，000
支払保険料 20，000 20，000 0
雑費 10，000 20，000 −10，000
特定費用準備資金繰入額（80周年） 150，000 150，000
特定費用準備資金繰入額（85周年） 67，500 67，500

経常費用計 8，884，500 8，960，000 692，000
評価損益等調整前当期経常増減額 −29，000 −88，000 −492，000
２ ．経常外収益の部 0
（ １）経常外収益 0
　　経常外収益計 0 0 0
（ ２ ）経常外費用 0
　　経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 −29，000 −88，000 −492，000
　他会計振替額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 −29，000 −88，000 −492，000
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収支予算内訳表

科　目
公益事業等会計 収益事業等会計

法人会計 合計予算額 内部取引
消去公　 １ 公　 ２ 公　 ３ 公益共通 小　計 その他 １ その他 ２ その他共通 小　計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部
（ １）経常収益
１基本財産運用益
　基本財産受取利息 0 500 500 500
３ 受取会費
　会費収入 900，000 1，500，000 1，500，000 1，100，000 5，000，000 200，000 140，000 340，000 2，560，000 7，900，000
４ 事業収益
　会誌広告掲載収益 650，000 650，000 0 650，000
　研修会参加費収益 80，000 80，000 0 80，000
５ 受取補助金等
　広島県補助金収益 70，000 70，000 0 70，000
６ 雑収入
　受取利息 0 0 1，000 1，000
　JART受託収益 0 0 144，000 144，000
　雑収益 10，000 10，000 0 10，000
経常収益計 900，000 1，650，000 2，150，000 1，110，000 5，810，000 200，000 140，500 0 340，500 2，705，000 8，855，500
（ ２ ）経常費用
事業費
福利厚生費 0 100，000 100，000 100，000
旅費交通費 50，000 50，000 150，000 250，000 0 250，000
通信運搬費 165，000 196，000 361，000 2，000 2，000 4，000 365，000
消耗品費 4，000 4，000 0 8，000 2，000 2，000 10，000
印刷製本費 200，000 2，160，000 2，360，000 0 2，360，000
賃借料 650，000 300，000 50，000 1，000，000 0 1，000，000
諸謝金 800，000 800，000 0 800，000
支払手数料 5，000 5，000 5，000 8，000 23，000 1，000 1，000 2，000 25，000
表彰費 0 50，000 50，000 50，000
支払会費 200，000 80，000 280，000 0 280，000
支払負担金 30，000 30，000 0 30，000
交際費 50，000 50，000 0 50，000
会議費 3，000 3，000 0 3，000
雑費 5，000 5，000 10，000 20，000 0 20，000
特定費用準備資金繰入額（80周年） 560，000 560，000 0 560，000
特定費用準備資金繰入額（85周年） 270，000 270，000 0 270，000

管理費
役員報酬 370，000 370，000
旅費交通費 250，000 250，000
通信運搬費 270，000 270，000
消耗品費 10，000 10，000
修繕費 70，000 70，000
印刷製本費 25，000 25，000
光熱水料費 60，000 60，000
賃借料 12，000 12，000
地代家賃 792，000 792，000
交際費 25，000 25，000
会議費 5，000 5，000
支払報酬料 570，000 570，000
支払手数料 5，000 5，000
支払保険料 20，000 20，000
雑費 10，000 10，000
特定費用準備資金繰入額（80周年） 150，000 150，000
特定費用準備資金繰入額（85周年） 67，500 67，500

経常費用計 1，574，000 1，779，000 2，361，000 301，000 6，015，000 105，000 53，000 0 158，000 2，711，500 8，884，500
評価損益等調整前当期経常増減額 −674，000 −129，000 −211，000 809，000 −205，000 95，000 87，500 0 182，500 −6，500 −29，000
２ ．経常外収益の部
（ １）経常外収益 0 0 0 0
　　経常外収益計 0 0 0 0
（ ２ ）経常外費用 0 0 0 0
　　経常外費用計 0 0 0 0
　当期経常外増減額 −674，000 −129，000 −211，000 809，000 −205，000 182，500 −6，500 −29，000
　他会計振替額 0 0 0 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 −205，000 182，500 −6，500 −29，000

令和 ８ 年 ４ 月 １ 日から令和 ９ 年 ３ 月３１日まで（単位：円）
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1 ）報告事項　諸規定改正（研修会・講演会講師謝礼に関する規程）

　公益社団法人広島県診療放射線技師会の「研修会・講演会講師謝礼に関する規程」第 ５条に
おいては、旅費の規定を設けておりますが、宿泊費に関しては明文化された規定が存在せず、
運用の明確化が課題となっておりました。近時、社会情勢に伴う宿泊実勢価格の上昇が著し
く、従来の慣例的な目安であった １万円を大幅に上回る状況に鑑み、講師招聘における円滑な
運営に資するため、宿泊料ならびにその支給基準を制定いたしました。
　本件につき、令和 ７年10月26日挙行の理事会において審議した結果、原案通り承認されまし
たのでここに報告申し上げます。
　改定内容：第 ３章　研修会・講演会講師謝礼に関する規程
� 令和７年10月26日理事会承認

1 ）報告事項 諸規定改正（研修会・講演会講師謝礼に関する規程） 

公益社団法人広島県診療放射線技師会の「研修会・講演会講師謝礼に関する規

程」第 5条においては、旅費の規定を設けておりますが、宿泊費に関しては明文

化された規定が存在せず、運用の明確化が課題となっておりました。近時、社会

情勢に伴う宿泊実勢価格の上昇が著しく、従来の慣例的な目安であった 1 万円

を大幅に上回る状況に鑑み、講師招聘における円滑な運営に資するため、宿泊料

ならびにその支給基準を制定いたしました。 

本件につき、令和 7 年 10 月 26 日挙行の理事会において審議した結果、原案

通り承認されましたのでここに報告申し上げます。 

改定内容：第 3章 研修会・講演会講師謝礼に関する規程 

令和 7年 10 月 26 日理事会承認 

 

  

表（宿泊料） 単位：円
区　分 宿泊料 支給基準

１夜 12,000

前泊は、旅費計算の起点となる地点を7時00分
以前の出発でないと事業開始時刻15分前に到
着できない場合。
後泊は、事業終了後 23時00分に旅費計算の起
点となる地点まで到着できない場合。

研修会・講演会講師謝礼に関する規程
改正案 現行

研修会・講演会講師謝礼に関する規程

（改廃）
第６条　この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。
（補則）
第７条　この規程の実施に関する必要な事項は、会長が
理事会の承認を経て、別に定めるものとする。
附則
　この改正は、公益社団法人への移行の登記の日から実
施する。
　令和3年8月1日一部改正

研修会・講演会講師謝礼に関する規程
（宿泊料の計算）
第６条　　宿泊料は、原則として別表の支給基準を満た
しかつ旅費精算に関する領収書等の証明書類の提出が
あった場合にのみ、本規定別表に基づき支給する。
２　前泊または後泊が必要な場合は、事前の申請によっ
て前項に準じて認めることができる。
３　前項のほか、本会で宿泊施設を指定して宿泊した場
合は、宿泊料を支給しないで、本会が施設に宿泊費の支
払いをする。
（改廃）
第７条　この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。
（補則）
第８条　この規程の実施に関する必要な事項は、会長が
理事会の承認を経て、別に定めるものとする。
附則
　この改正は、公益社団法人への移行の登記の日から実
施する。
　1令和3年8月1日一部改正
　2令和7年10月26日一部改正



7 ．表彰 

 【石井賞】 

荒木 真悟 （土肥整形外科病院） 

 【槇殿賞】 

稲田 智 （県立広島病院）  

 

 【奨励賞】 

羽原 幸作 （広島がん高精度放射線治療センター） 

白井 舞 （広島市立広島市民病院）  

中尾 空 （広島市立広島市民病院） 

荒巻 祐菜 （広島大学病院）  

秋田 隆司 （広島大学病院） 

小村 哲也  （浜脇整形外科病院） 

 


